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【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン シ ス テ ム を 監 視 す る 方 法 で あ っ て 、
　 該 シ ス テ ム 内 の 基 体 （ １ ６ ） を 高 温 運 転 に 曝 す こ と が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 、 最 大 で
も 臨 界 タ ー ビ ン 基 体 劣 化 温 度 よ り 低 い 温 度 範 囲 内 で イ ン ジ ケ ー タ を 放 出 す る こ と に よ っ て
温 度 を 監 視 す る よ う な バ イ ン ダ （ １ ４ ） を 選 択 す る 段 階 と 、
　 前 記 イ ン ジ ケ ー タ と 前 記 バ イ ン ダ （ １ ４ ） と を 組 合 せ る 段 階 と 、
　 前 記 組 合 せ イ ン ジ ケ ー タ 及 び バ イ ン ダ （ １ ４ ） を 前 記 基 体 （ １ ６ ） に 施 し て 、 監 視 用 デ
ポ ジ ッ ト を 形 成 す る 段 階 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ス テ ム の 運 転 温 度 が 前 記 バ イ ン ダ （ １ ４ ） の 融 点 に 達 し た と き 、 該 バ イ ン ダ （ １
４ ） が 、 前 記 イ ン ジ ケ ー タ を 排 気 ガ ス 流 中 に 解 放 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 タ ー ビ ン 基 体 部 品 上 を 通 過 し た 排 気 ガ ス 流 か ら 前 記 イ ン ジ ケ ー タ を 収 集 し て 微 粒 子
含 有 分 を 得 る 段 階 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 記 イ ン ジ ケ ー タ に つ い て 前 記 微 粒 子 含 有 分 を 分 析 す る 段 階 と を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 イ ン ジ ケ ー タ に つ い て 前 記 微 粒 子 含 有 分 を 分 析 し て 前 記 ガ ス タ ー ビ ン 部 品 に 対 す る
損 耗 又 は 損 傷 判 定 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン を 監 視 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
基 体 （ １ ６ ） と 、
　 前 記 基 体 （ １ ６ ） 上 に 施 さ れ た 組 合 せ イ ン ジ ケ ー タ 及 び バ イ ン ダ （ １ ４ ） と 、
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を 含 み 、
　 前 記 バ イ ン ダ （ １ ４ ） が 、 前 記 基 体 （ １ ６ ） を 高 温 運 転 に 曝 す こ と が 可 能 で あ る と 判 定
さ れ た 、 最 大 で も 臨 界 基 体 劣 化 温 度 よ り 低 い 温 度 範 囲 内 で 前 記 イ ン ジ ケ ー タ を 放 出 す る 、
こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 イ ン ジ ケ ー タ が 前 記 バ イ ン ダ （ １ ４ ） か ら 解 放 さ れ た と き に 、 該 イ ン ジ ケ ー タ を 感
知 す る セ ン サ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 タ ー ビ ン 基 体 （ １ ６ ） 上 を 通 過 し た 排 気 ガ ス の １ 部 分 を サ ン プ リ ン グ す る 、 該 基 体
（ １ ６ ） と 流 体 連 通 状 態 に あ る 排 気 ガ ス 収 集 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項

に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 記 排 気 ガ ス か ら 微 粒 子 を 分 離 す る 、 前 記 ガ ス 排 気 収 集 器 に 接 続 さ れ た 排 気 微 粒 子 分 離
器 （ ３ ０ ） 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 記 イ ン ジ ケ ー タ を 検 出 す る こ と が で き る 、 前 記 分 離 器 （ ３ ０ ） に 接 続 さ れ た 分 析 装 置
と を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の シ ス テ ム 。
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